
■私国（民営国家）を作ろう■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 430号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご挨拶 

先週は、火曜の KS さんに始まり、木曜の SS さん、FS さん、金曜の眼科と歯科診療、日曜の 100smile、八島

花会議、そして月曜の T-P-O、S君誕生会と、リアルな会合や面談が続きとても充実いたしました。 

T-P-Oの NNさん、今後ともよろしくお願いいたします。 

その合間に、カミさんが近所に越してきて、荷物運びなどを手伝いながら、母の家で妹の作った食事を食べに

行く。 

次第にせたがや暮らしが本格稼働していく実感がわいてきました。 

・ 

さて、今週からはいよいよ猛暑が始まる予感です。 

火曜日の「笑恵館 de プール」に加え、自室のユニットバス窓からシャワーを外に持ち出して、屋外シャワーも

可能にしました。 

また、カミさんのカミさんの引っ越しを機に、自宅に合った麻雀牌とバックギャモンを持ち込んで、自室の

「遊び場化」に取り組みます。 

あと、先週入手した「サムギョプサル用のプルパン（プレート）」を使って、韓国風焼肉パーティの練習を開始

します。 

仕事に時間をたっぷりかけて、でも合間はしっかり遊びたい。 

楽しい夏休みでなく楽しい夏仕事に挑みたいと思います。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



2. ブログより：私国（民営国家）を作ろう 

 

「私国」とは、「民営の国」のこと。 

この話を始める前に、日本という国の現状をおさらいしよう。 

日本の国土は、国や自治体が所有する「官有地」と、民間個人や法人が所有する「民有地」で構成されていて、

「民有地」の管理はその所有者に一任されている。 

明治維新で廃藩置県が実施された時、日本は約 300 の藩という小さな国で構成され、土地所有に官民の別は無

く、むしろ領主ですら所有でなく管理（知行）を担っていた。 

廃藩置県を画期的な無血革命と評する人もいるようだが、そもそも領地は領主の所有地ではなく、江戸幕府か

ら補助金をもらっていたわけでもないので、多くの領主が「ホッとした」のが実情だ。 

それどころか、「所有」は明治時代に翻訳された外来語（ownership）なので、所有という言葉すら存在しなか

ったことは拙著「地主の学校」を参照されたい。 

・ 

廃藩置県とは、藩を廃して県を置くこと、つまり、領主による国ごとの統治から、県という単位で国を分割統

治するやり方に変えること。 

言い換えれば、徳川幕府の権力による間接統治から、明治政府を頂点とする行政組織による直接統治に移行し

た。 

だが、明治政府は国土全てを直接統治するのでなく、道路や河川などのインフラや役所や学校など公共施設だ

けを所有・運営し、残りの部分に課税することで統治する道を選んだ。 

これは、共用部分を管理しながら住戸を賃貸するアパート経営にそっくりだが、決定的に違うのは、共用部分

を作り管理する以外は何もしないこと。 

つまり、官有地については手厚く維持管理を行うが、民有地に関しては放ったらかしで、全てを所有者に委ね

ている。 

たとえ大災害に襲われても、国が復興するのはインフラなど官有地だけで、市民の生活や仕事の復興は当事者

任せの放ったらかし。 

この現状を、前提として今日の本題に移りたい。 

・ 

僕が「国づくり活動家」を名乗り始めたのは 2020 年 10 月なので、もうじきまる 3 年が経過するが、その活動

はちっとも広がりを見せていない。 

その原因は「国づくり」という言葉にあるのは明らかで、この使い古された言葉では、誰も新たな提案と気づ

いてくれない。 

僕の問題意識は、日本における国づくりが官有地でしか行われていないこと。 

官有地ばかりが立派になって、民有地はボロボロだ。 

今増え続けている空き家や放棄地は、全てが民有地であることを忘れてはならない。 

もちろん民有地の中には、ビジネスや観光で盛り上がり、開発整備が劇的に進む地域もある。 

だが皮肉なことに、その成功が周辺地域との格差を拡大し、衰退を招いているのは明らかだ。 

つまり、僕が取り組む「この問題」とは、まさに「民有地の問題」だ。 

当然「国」は「国土全て」を示すので、「民有地部分」を示す言葉が必要だ。 

またしても、僕の言葉探しが始まった。 

・ 

まず、国土のうちの民有地部分を示すので、「民国」を考えたが、「中華民国」などで使われていてこれは使え

ないし、「民有国」では「民有地」に近すぎる。 



だが待てよ、、、所有は官民の違いで論じるが、使用は公私の違いで論じることを思い出した。 

そこで思い切って「官民」の区別から「公私」の区別に切り替えて、「私国」という言葉を編み出した。 

そして、僕が新たな言葉を使い始める時、必ずググって「他の意味の有無」を確認する。 

すると嬉しいことに「私国」という記事は見当たらず、「私の国」韓国ドラマばかりがヒットする。 

念のため数ページめくっていくと、『王様戦隊キングオージャー』に登場する「民道私国（民は道具で私が王）」

という造語が見つかった。 

なので、「私国」は僕の造語として使っても、ひとまず大丈夫と判断した。 

・ 

ここで余談だが、「私国」と検索したはずなのに、「市国」つまり「バチカン市国」の記事が現れた。 

僕は、この「市」を「市民の市」かも知れないと思い、早速「市国」を夢中で調べたが、期待するような記事

は一つも見つからず、単なる「Vatican City Stateの訳語」でしかなかった。 

そもそもバチカンは、19 世紀までカトリックの教皇領として永く統治されてきたが、1870 年の普仏戦争勃発に

よってイタリア軍が教皇領をすべて接収し、バチカンはイタリア領となった。 

翌 1871 年には、イタリア政府は教皇にバチカンおよびラテラノ宮殿の領有を認めたものの、教皇ピウス 9 世は

これを拒否し、以後 50年以上にわたってローマ問題と呼ばれる両者間の断絶を引き起こした。 

1929 年 2 月 11 日になってようやくムッソリーニ首相との間で合意が成立し、教皇庁が教皇領の権利を放棄す

るかわりに、バチカンを独立国家とし、イタリアにおけるカトリック教会の特別な地位を保証した。 

そして「教皇との和解」を実現したムッソリーニの独裁体制はより強固なものとなったというから、歴史は面

白い。 

・ 

というわけで、今後僕の「国づくり活動」は、「私国を作り運営すること」と説明する。 

ちなみに、モナコやリヒテンシュタインなどの「公国」は、王でなく貴族、特に公爵が元首である国家を指す

という。 

名前なんて、適当だ。 

何だって、行動で示すしかない･･･と僕は思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20230710/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）07/11 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：10-15時 笑恵館 deプール（笑恵館） 

 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 

（水）07/12 なのに（各所）作業日 

（木）07/13 なのに（世田谷）作業日 

 会議×：12-12時 いづみ会議（いづみ） 

 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

（金）07/14 なのに（各所）作業日 



   訪問×：10-13時 Mさん宅（岬町） 

（土）07/15 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

（日）07/16 なのに（横浜）作業日 

 会議×：10-17時 チャレンジアシスト公開審査会（新木場） 

（月）07/17 なのに（各所）作業日 

 

■今後の予定 

07/20 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

07/20 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

07/20 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

07/22 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

07/23 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

07/25 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（オンライン） 

07/27 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

07/27 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

07/27 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

08/02-05 視察：長岡花火-秋田竿灯-五所川原立佞武多-伊豆沼はす祭り 

08/08 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 

08/10 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

08/13 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

08/13 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

08/18 訪問×：20-22時 飯田 

08/19 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事 MTG_3土（オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 



自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


